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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
大
田
南
畝
の
和
文
紀
行
『
小
春
紀
行
』
の
新
出
写
本
を
紹
介

し
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
諸
本
と
の
関
係
を
整
理
し
た
上
で
、
本
資

料
の
み
が
持
つ
独
自
の
本
文
を
取
り
上
げ
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
『
小
春
紀
行
』
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
る
。
文
化
二
年
（
一
八

〇
五
）
十
月
十
日
、
前
年
よ
り
長
崎
奉
行
所
に
勘
定
役
と
し
て
赴
任
し
て

い
た
南
畝
は
、
一
年
間
の
任
期
を
終
え
、
江
戸
に
帰
還
す
る
べ
く
長
崎
の

官
舎
を
出
発
し
た
。
そ
の
旅
程
は
、
長
崎
街
道
を
小
倉
へ
と
進
み
、
門
司

往
還
を
経
由
し
て
赤
間
関
を
越
え
、
西
国
街
道
を
通
過
、
京
都
か
ら
は
東

海
道
を
通
っ
て
、
同
年
十
一
月
十
九
日
に
江
戸
に
帰
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
紀
行
の
執
筆
は
、
同
年
十
二
月
に
始
ま
り
、
翌
年
の
文
化
三
年
三
月

に
完
了
し
た
。

　

書
名
に
見
え
る
「
小
春
」
と
は
、
十
月
頃
の
、
春
の
よ
う
な
暖
か
く
穏

や
か
な
気
候
の
こ
と
で
あ
る
。
実
際
に
南
畝
は
、
こ
の
旅
の
道
中
、
三
原

の
海
を
眺
め
な
が
ら
、「
海
山
も
小
春
の
空
の
色
そ
へ
て
妙
な
る
法
の
花

の
ふ
る
寺
」
と
い
う
歌
を
詠
っ
て
い
る
。
秋
の
陽
気
の
下
、
温
和
な
瀬
戸

内
海
を
横
目
に
見
つ
つ
西
国
を
旅
す
る
南
畝
の
姿
が
想
像
さ
れ
る
。

　
『
小
春
紀
行
』
は
、
近
世
期
を
通
し
て
出
版
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
写

本
で
伝
わ
っ
た
。
現
存
す
る
も
の
に
は
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文

庫
蔵
本
が
あ
り
、『
大
田
南
畝
全
集
』
第
九
巻
に
翻
刻
が
収
録
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
ほ
か
に
確
認
で
き
る
伝
本
と
し
て
は
、
先
述
の
狩
野
文
庫
蔵
本

以
外
に
、『
新
百
花
説
林　

蜀
山
人
全
集
』
第
一
巻
所
収
本
が
あ
る
が
、

底
本
は
不
明
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
目
録
に
は
記
載
が
あ
る
も
の
の
、
現
在
は
所
在
不
明
と

な
っ
て
い
る
本
も
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
、
南
畝
自
筆
の
『
小
春
紀
行
』
で

あ
る
。
こ
の
自
筆
本
は
、
松ま
つ
の
や

廼
舎
文
庫
に
入
っ
た
後
、
関
東
大
震
災
で
焼

失
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
高
木
利
太
の
『
家
蔵
日
本
地
誌
目

録
』
に
も
『
小
春
紀
行
』
の
書
名
が
見
え
る
が
、
こ
ち
ら
も
所
在
が
分
か

っ
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
二
〇
二
一
年
に
新
た
な
写
本
が
出
現
し
た
。
こ
の
本

は
、
小
林
ふ
み
子
氏
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
現
在
、
法
政
大
学
文
学
部
日

本
文
学
科
に
蔵
さ
れ
る
も
の
で
（
以
下
、
法
政
大
学
蔵
本
と
呼
ぶ
）、
二

〇
二
三
年
に
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
没
後
２
０
０
年　

江
戸
の
知
の
巨
星　

大
田
南
畝
の
世
界
」
展
で
初
め
て
公
開
さ
れ
た
。

法
政
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
蔵

　
　
　
　
　
　
　『
小
春
紀
行
』
の
意
義

浅
井
　
万
優
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小
林
氏
は
、
法
政
大
学
蔵
本
に
つ
い
て
、「
文
化
六
年
以
降
、
同
十
年

ま
で
の
間
に
南
畝
が
手
を
加
え
（
（
（

た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
南
畝
自
筆

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
南
畝
が
当
該
時
期
に
注
記
を
書
き
加
え
た
も
の

を
転
写
し
て
成
っ
た
の
が
、
こ
の
法
政
大
学
蔵
本
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
図
録
と
い
う
形
態
に
よ
り
、
紙
幅
が
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
そ
れ
以

上
の
書
誌
に
関
す
る
記
述
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
び
、
小
林
氏
の

慫
慂
に
よ
り
、
筆
者
が
本
書
を
調
査
し
、
そ
の
書
誌
に
つ
い
て
考
察
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
新
出
写
本
に
つ
い
て
検
討
し
、

諸
本
と
の
比
較
に
よ
っ
て
そ
の
意
義
を
考
え
て
ゆ
く
。

一　
「
小
春
紀
行
」
の
諸
本

　

ま
ず
は
、
現
在
、
所
在
が
確
認
で
き
る
『
小
春
紀
行
』
の
諸
本
を
挙
げ

る
。

　　

・�

法
政
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
蔵
本
（
文
化
七
年
〈
一
八
一
〇
〉

写
）

　

・�

東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
本
（
文
政
三
年
〈
一
八
二
〇
〉
写
）

　

・『
新
百
花
説
林　

蜀
山
人
全
集
』
第
一
巻
所
収
本　

※
底
本
不
明

　

従
来
、
狩
野
文
庫
蔵
本
は
、『
大
田
南
畝
全
集
』
の
底
本
に
採
用
さ

れ
、
最
も
信
頼
で
き
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
広
く
読
ま
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
狩
野
文
庫
蔵
本
は
、
必
ず
し
も
良
質
な
本
文
を
有
し
て
い
る
と
は
言

い
難
い
。
揖
斐
氏
も
「
解
説
」
の
中
で
、「
誤
写
と
思
し
き
部
分
も
少
な

く
な
く
」、「
脱
文
も
あ
り
、
本
文
の
状
隙
は
必
ず
し
も
良
好
で
は
な
（
（
（

い
」

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
法
政
大
学
蔵
本
が
新
し
く
出
現
し
た

こ
と
に
よ
り
、
諸
本
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
考
え
る
必
要

が
生
じ
た
と
い
え
る
。

　
　

一
‒
一　

法
政
大
学
蔵
本
の
検
討

　

具
体
的
に
諸
本
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
が
、
そ
の
前
に
、
新
出

の
法
政
大
学
蔵
本
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
は
じ
め
に
書
誌
に
つ
い

て
記
す
。

　
　

小
春
紀
行　

三
巻
一
冊
。
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
写
。
墨
付
九
九
丁

（
上
巻
三
四
丁
、
中
巻
三
一
丁
、
下
巻
一
六
丁
、
附
録
一
八
丁
）。

半
紙
本
（
二
二
・
八
×
一
六
・
三
㌢
）
天
部
裁
断
。
五
目
綴
。
無

地
薄
茶
色
表
紙
。
題
簽
「
小
春
紀
行　

上
中
下
并
附
録
〈
蜀
山
翁

／
崎
陽
よ
り
／
帰
東
の
道
／
の
記
〉」
四
周
双
辺
子
持
刷
枠
題
簽
に

墨
書
、
表
紙
左
肩
に
貼
付
。
遊
紙
一
丁
。
本
文
無
界
一
二
行
、
一

行
二
三
字
～
二
七
字
程
度
、
字
高
一
八
・
五
㌢
、
幅
一
一
・
四

㌢
。
蔵
書
印
「
橋
本
／
〓
不
鮮
明印

」（
朱
陽
長
方
、
表
紙
右
上
）「
石
木
」

（
朱
陽
楕
円
、
表
紙
右
上
、
巻
首
右
下
）「
は
し
本
／
ま
さ
つ
ね
／

所
蔵
」（
朱
陽
方
、
四
周
に
雷
紋
、
巻
首
右
下
、
草
書
体
）。

　

ま
ず
は
、
本
資
料
の
書
写
の
様
態
か
ら
、
そ
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
考

え
た
い
。
法
政
大
学
蔵
本
に
は
、
書
写
奥
書
が
備
わ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て

書
写
年
次
を
推
定
で
き
る
。
上
巻
末
尾
に
「
庚
午
六
月
十
五
日
に
筆
を
お

こ
し
廿
一
日
に
至
て
功
な
る
」
と
あ
り
、
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
六
月

に
上
巻
が
写
し
終
わ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
中
巻
と
下
巻
に
は
、
同
様
の

書
写
奥
書
は
見
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
時
期
に
書
写
が
完
了
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し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　

法
政
大
学
蔵
本
の
書
写
者
や
、
書
写
に
至
っ
た
経
緯
は
明
ら
か
に
し
得

な
い
。
た
だ
、
法
政
大
学
蔵
本
に
は
、
書
写
者
が
記
し
た
と
思
わ
れ
る
書

き
入
れ
が
四
点
あ
り
、
こ
れ
ら
の
書
き
入
れ
か
ら
、
法
政
大
学
蔵
本
が
、

転
写
が
繰
り
返
さ
れ
て
成
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

一
例
を
示
そ
う
。『
小
春
紀
行
』
十
月
十
四
日
条
、
南
畝
が
、
庵
に
か

か
る
扁
額
の
文
字
を
判
読
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
、「
額
に
着
庵

の
二
字
ば
か
り
見
へ
て
、
着
の
字
の
上
の
字
見
へ
ぬ
も
口
惜
し
」
と
い
う

文
章
に
対
す
る
書
き
入
れ
で
あ
る
。

　
　

原
本
後
人
書
入
レ
ニ
、
大
慈
庵
比
丘
寺
也
ト
。
写
者
云
、
比
丘
寺
は

比
丘
尼
寺
ノ
謂
歟
。
比
丘
ト
比
丘
尼
ハ
男
女
の
別
也
。

　

書
き
入
れ
の
前
半
に
、「
原
本
後
人
書
入
レ
ニ
、
大
慈
庵
比
丘
寺
也
ト
」

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
政
大
学
蔵
本
の
親
本
で
あ
る
「
原
本
」
に
、

「
後
人
」
に
よ
る
書
き
入
れ
が
あ
る
と
い
う
。
そ
の
内
容
は
、
扁
額
の
文

字
は
「
大
慈
庵
」
で
あ
り
、
比
丘
寺
の
扁
額
で
あ
る
と
の
考
察
で
あ
る
。

書
き
入
れ
の
後
半
に
は
、「
写
者
云
、
比
丘
寺
は
比
丘
尼
寺
ノ
謂
歟
。
比

丘
ト
比
丘
尼
ハ
男
女
の
別
也
。」
と
あ
る
。
法
政
大
学
蔵
本
の
「
写
者
」

が
、「
原
本
」
に
記
さ
れ
た
書
き
入
れ
の
内
容
を
受
け
て
、
自
ら
の
見
解

を
加
え
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
内
容
は
、「
比
丘
寺
」
は
「
比
丘
尼
寺
」

の
こ
と
で
、
比
丘
と
比
丘
尼
は
男
女
の
別
を
示
す
、
と
い
う
も
の
で
あ

る
。

　

こ
れ
ら
の
考
証
の
是
非
は
措
く
と
し
て
、
こ
こ
で
は
法
政
大
学
蔵
本
の

書
写
の
過
程
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
ま
ず
、
何
者
か
（
書
き
入
れ
で
は

「
後
人
」
と
表
記
さ
れ
る
）
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
「
原
本
」
が
あ
り
、

こ
れ
を
「
写
者
」
が
さ
ら
に
書
写
し
た
本
が
、
法
政
大
学
蔵
本
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
法
政
大
学
蔵
本
は
、
少
な
く
と
も
二
回
の
転
写
を
経
て
成
っ
た

の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
書
き
入
れ
に
つ
い
て
は
、
書
写
者
の
人
物
像

や
、
享
受
の
あ
り
方
が
う
か
が
え
る
点
で
も
興
味
深
い
。
い
ず
れ
の
書
写

者
も
、
南
畝
と
同
様
、
考
証
癖
を
持
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
南
畝
が
紀
行

に
記
し
た
情
報
を
も
と
に
、
扁
額
の
文
字
や
寺
の
名
前
を
考
証
し
、
自
説

を
書
き
残
し
た
。
南
畝
の
紀
行
に
は
、
明
確
な
事
実
が
分
か
ら
な
い
場
合

で
も
、
判
明
し
て
い
る
情
報
を
で
き
る
だ
け
記
録
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が

見
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
姿
勢
が
後
人
に
考
証
の
楽
し
み
を
与
え
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
法
政
大
学
蔵
本
は
、
そ
の
書
写
の
様
態
か

ら
、
数
度
の
転
写
の
末
に
成
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
付
け
加
え
る
な

ら
ば
、
書
写
に
関
わ
っ
た
人
物
は
、
い
ず
れ
も
『
小
春
紀
行
』
に
登
場
す

る
古
跡
に
興
味
を
持
ち
、
書
き
入
れ
を
行
う
こ
と
で
考
証
趣
味
を
満
た
し

て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
る
。

　
　

一
‒
二　

法
政
大
学
蔵
本
の
テ
キ
ス
ト
の
成
立

　

こ
こ
ま
で
、
法
政
大
学
蔵
本
の
概
要
を
述
べ
、
そ
の
書
写
の
時
期
を
検

討
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
法
政
大
学
蔵
本
の
テ
キ
ス
ト
の
成
立
時
期
お
よ

び
他
の
諸
本
と
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
。
な
お
、
先
後
関
係
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
揖
斐
高
氏
が
「
解
説
」
に
お
い
て
、
紀
行
に
挿

入
さ
れ
る
注
記
の
有
無
に
よ
っ
て
、
狩
野
文
庫
蔵
本
と
『
新
百
花
説
林
』

所
収
本
の
関
係
を
推
定
し
て
い
る
。
本
節
で
は
、
法
政
大
学
蔵
本
を
加

え
、
あ
ら
た
め
て
三
本
の
関
係
を
概
観
し
た
い
。
な
お
、
こ
こ
で
言
う
注

記
と
は
、
南
畝
が
紀
行
完
成
後
に
、
旅
先
で
見
聞
し
た
こ
と
に
つ
い
て
考

証
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
、
紀
行
本
文
の
間
や
欄
外
に
記
し
た
も
の
で
あ
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る
。
注
記
は
日
を
追
う
ご
と
に
増
加
し
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
中
に
は

「
丙
寅
孟
春
廿
四
日
記
」
の
よ
う
に
年
次
が
明
記
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

こ
の
、
年
次
の
明
ら
か
な
注
記
に
よ
っ
て
、
テ
キ
ス
ト
成
立
の
時
期
が
推

定
で
き
る
の
で
あ
る
。
揖
斐
氏
は
、
次
の
二
つ
の
注
記
の
有
無
が
特
に
重

要
で
あ
る
と
い
う
。

　

・
十
月
十
八
日
条
の
鸝
請
園
の
額
に
関
す
る
注
記
（
文
化
三
年
と
文
化

六
年
の
二
度
に
わ
た
る
）

　
　

「
石
川
丈
山
醤
集
…
丙
寅
孟
春
廿
四
日
記
」
文
化
三
年

　
　

「
按
中
華
若
木
詩
…
文
化
十
年
亥
酉
孟
春
、
与
丙
寅
所
記
同
月
日
亦

一
奇
也
。
覃
記
」
文
化
六
年

　

・
十
月
二
十
二
日
条
の
自
休
に
関
す
る
注
記
（
文
化
五
年
と
文
化
六
年

の
二
度
に
わ
た
る
）

　
　

「
按
南
浦
文
集
よ
り
…
戊
辰
正
月
八
日
記
」
文
化
五
年

　
　

「
淡
海
録
果
南
自
休
…
己
巳
六
月
七
日
記
」
文
化
六
年

　

一
つ
目
は
、
船
木
宿
の
民
家
で
目
に
し
た
額
の
文
字
「
鸝
請
園
」
に
関

す
る
注
記
で
あ
る
。
狩
野
文
庫
蔵
本
と
法
政
大
学
蔵
本
に
は
文
化
三
年
の

年
次
の
み
が
記
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
、
南
畝
が
考
証
を
重
ね
て
お
り
、

『
新
百
花
説
林
』
所
収
本
で
は
、
注
記
が
増
補
さ
れ
、
文
化
十
年
の
年
次

が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

二
つ
目
は
、
鎌
倉
建
長
寺
の
僧
侶
、
自
休
に
関
す
る
注
記
で
あ
る
。
こ

の
注
記
は
、
狩
野
文
庫
蔵
本
に
は
な
く
、
法
政
大
学
蔵
本
と
『
新
百
花
説

林
』
所
収
本
に
、
い
ず
れ
も
文
化
五
年
お
よ
び
文
化
六
年
の
年
次
が
記
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
年
次
の
判
明
し
て
い
る
注
記
は
、
以
上
に
述
べ
た
も

の
の
他
に
は
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
注
記
の
有
無
を
整
理
し
た
も
の
が
表
1
で
あ
る
。

　

以
上
の
注
記
の
有
無
を
ふ
ま
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
キ
ス
ト
の
成
立
時

期
を
考
え
よ
う
。
ま
ず
、
狩
野
文
庫
蔵
本
は
、
文
化
三
年
の
鸝
請
園
の
注

記
が
あ
り
、
文
化
五
年
・
文
化
六
年
の
自
休
の
注
記
お
よ
び
文
化
十
年
の

鸝
請
園
の
注
記
が
な
い
。
こ
こ
か
ら
、
南
畝
が
文
化
五
年
の
注
記
を
増
補

す
る
段
階
よ
り
前
に
テ
キ
ス
ト
が
成
立
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
狩
野
文
庫
蔵
本
の
テ
キ
ス
ト
は
、
文
化
三
年
か
ら
同
五
年
の
間
に
成

立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

同
じ
手
法
で
、
法
政
大
学
蔵
本
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

年
代
の
明
ら
か
な
注
記
の
中
で
は
、
自
休
に
関
す
る
文
化
六
年
の
も
の
が

最
も
新
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
テ
キ
ス
ト
の
成
立
時
期
は
文
化
六
年
以
降

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
法
政
大
学
蔵
本
に

は
文
化
七
年
の
書
写
奥
書
が
備
わ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
テ
キ
ス

ト
自
体
は
、
文
化
六
年
か
ら
同
七
年
の
間
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
新
百
花
説
林
』
所
収
本
は
、
文
化
十
年
の
鸝
請
園
の
注
記
に
よ
っ

て
、
文
化
十
年
以
降
の
成
立
と
わ
か
る
。
成
立
の
下
限
を
示
す
情
報
は
記

さ
れ
て
い
な
い
。

　

す
な
わ
ち
、
テ
キ
ス
ト
の
先
後
関
係
は
、
狩
野
文
庫
蔵
本
、
法
政
大
学

蔵
本
、『
新
百
花
説
林
』
所
収
本
の
順
に
新
し
く
な
る
と
考
え
ら
れ
、
い

ず
れ
も
南
畝
自
身
が
増
補
し
た
自
筆
の
写
本
か
ら
、
転
写
が
繰
り
返
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
章
に
述
べ
た
諸
本
の
関
係
を
図
示
す
る
と

図
1
の
よ
う
に
な
る
。
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表 １　諸本における、年次の明らかな注記の有無

狩野文庫蔵本 法政大学蔵本 『新百花説林』所収本

鸝請園の注記（文化三年） ○ ○ ○

自休の注記（文化五年） ○ ○

自休の注記（文化六年） ○ ○

鸝請園の注記（文化十年） ○

？

？

？

？

文化三年
（一八〇六）
紀行完成時

文化六年

文化七年

文化八年

文化九年

文化十年

文政三年

明治四〇年

『小春紀行』南畝自筆本

法政大学蔵本

『新百家説林』所収本

狩野文庫蔵本

図１　『小春紀行』諸本の関係図
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二
　
紀
行
本
文
お
よ
び
注
記
の
異
同
の
性
質

　

こ
こ
ま
で
、
揖
斐
氏
の
手
法
を
踏
襲
し
て
、
注
記
の
異
同
、
と
り
わ
け

年
次
の
明
ら
か
な
注
記
の
有
無
に
よ
っ
て
、
諸
本
の
テ
キ
ス
ト
の
成
立
順

序
を
考
察
し
て
き
た
。
た
だ
し
、
異
同
は
、
注
記
の
み
な
ら
ず
紀
行
本
文

に
も
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
異
同
が
具
体
的
に
何
を
意
味
す
る
の
か
、

そ
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
詳
細
な
分
析
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
紀
行
本
文
お
よ
び
注
記
の
異
同
が
い
か

な
る
理
由
で
発
生
し
た
の
か
、
そ
の
原
因
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

先
に
結
論
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
紀
行
本
文
の
字
句
の
異
同
に
つ
い
て

は
、
南
畝
に
よ
る
修
正
と
い
う
よ
り
は
、
書
写
の
過
程
で
発
生
し
た
誤
写

や
脱
落
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
注
記
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
南

畝
が
関
わ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
ま
ず
は
、
書
写
の
過
程
で
起
き

た
本
文
の
異
同
に
つ
い
て
見
た
後
、
注
記
の
異
同
に
つ
い
て
も
考
え
て
ゆ

く
。

　　
　

二
‒
一　

紀
行
本
文
の
異
同
の
性
質

　

従
来
、
南
畝
の
紀
行
に
は
、
諸
本
間
に
多
く
の
異
同
が
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
き
た
。
土
田
衛
氏
は
、「
新
資
料　

蜀
山
人
「
革
令
紀
行
」
自
筆

稿
（
（
（
本
」
の
中
で
、
大
須
市
立
図
書
館
矢
野
玄
道
文
庫
に
蔵
さ
れ
る
南
畝
自

筆
の
『
革
令
紀
行
』
と
、『
新
百
花
説
林
』
所
収
の
テ
キ
ス
ト
（
底
本
不

明
）
と
の
異
同
を
、
九
十
点
以
上
に
わ
た
っ
て
列
挙
し
て
い
る
。

　
『
小
春
紀
行
』
に
お
い
て
も
、
狩
野
文
庫
蔵
本
、
法
政
大
学
蔵
本
、『
新

百
花
説
林
』
所
収
本
の
間
に
は
、
二
、
三
字
程
度
の
細
か
な
も
の
か
ら
、

数
十
字
に
も
わ
た
る
大
き
な
も
の
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
異
同
が

二
百
点
以
上
あ
る
。
以
前
は
、
狩
野
文
庫
蔵
本
と
『
新
百
花
説
林
』
所
収

本
の
二
本
間
の
増
減
で
し
か
捉
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
れ
ら
の
異
同
が
、
法

政
大
学
蔵
本
の
出
現
に
よ
り
、
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
の
か
、
そ
の
性
質

に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
る
。

　

本
稿
で
は
、
と
く
に
、
文
章
レ
ベ
ル
の
大
き
な
異
同
に
注
目
し
た
い
。

こ
の
よ
う
な
異
同
は
、
狩
野
文
庫
蔵
本
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
が
、
す
で
に

揖
斐
氏
に
よ
っ
て
、
中
巻
冒
頭
に
大
幅
な
脱
文
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
お
（
（
（

り
、
揖
斐
氏
は
、
こ
れ
を
書
写
の
過
程
で
起
き
た
も
の
と
判
断
し
て

い
る
。
な
お
、
こ
の
脱
文
の
ほ
か
に
も
、
狩
野
文
庫
蔵
本
に
は
、
五
つ
の

脱
文
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
書
写
の
過
程
で
起
き
た
と
思
わ
れ

る
。
一
例
を
示
そ
う
。
次
の
引
用
は
、
十
月
十
四
日
に
飯
塚
宿
に
滞
在
し

た
際
の
記
事
で
あ
る
。

　
　

飯
塚
の
宿
に
や
ど
る
に
、
去
年
や
ど
り
し
時
は
、
病
に
ふ
し
た
れ
ば

（
中
略
）	

（
狩
野
文
庫
蔵
本
）

　　
　

飯
塚
の
宿
に
や
ど
る
に
、
去
年
や
ど
り
し
所
に
て
、
畠
間
小
四
郎
と

い
ふ
主
な
り
。
去
年
宿
り
し
時
は
、
病
に
ふ
し
た
れ
ば
（
中
略
）

（
法
政
大
学
蔵
本
）

　　
　

飯
塚
の
宿
に
や
ど
る
に
、
去
年
や
ど
り
し
所
に
て
、
畠
間
小
四
郎
と

い
ふ
主
な
り
。
去
年
宿
り
し
時
は
、
病
に
ふ
し
た
れ
ば
（
中
略
）

（『
新
百
花
説
林
』
所
収
本
）

　

三
本
を
比
較
す
る
と
、
法
政
大
学
蔵
本
と
『
新
百
花
説
林
』
所
収
本
の
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間
に
異
同
は
な
く
、
狩
野
文
庫
蔵
本
の
み
、
波
線
部
「
所
に
て
、
畠
間
小

四
郎
と
い
ふ
主
な
り
」
と
い
う
文
章
が
抜
け
落
ち
て
い
る
。
こ
こ
で
、
波

線
部
の
文
章
の
前
後
を
見
て
み
る
と
、
前
に
「
去
年
や
ど
り
し
」（
傍
線

部
）
と
あ
り
、
後
に
「
去
年
宿
り
し
」（
点
線
部
）
と
い
う
表
現
が
あ

る
。
つ
ま
り
、
狩
野
文
庫
蔵
本
の
書
写
者
は
、
前
の
「
去
年
や
ど
り
し
」

を
写
し
た
後
、
後
の
「
去
年
宿
り
し
」
に
目
移
り
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

狩
野
文
庫
蔵
本
は
、
こ
の
よ
う
な
同
一
の
表
現
の
間
に
あ
る
文
章
が
脱
落

す
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
南
畝
の
紀
行
に
は
、
同
じ
語
句
や
表
現

の
繰
り
返
し
が
多
々
見
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
文
体
は
、
書
写
者
に
と
っ

て
目
移
り
を
起
こ
し
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
よ
う
な
そ
の
本
の
み
が
持
つ
脱
文
（
以
下
、
独
自
脱
文
と
い
う
）

は
、
法
政
大
学
蔵
本
に
も
存
在
す
る
。
法
政
大
学
蔵
本
の
脱
落
も
、
書
写

の
過
程
で
起
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
と
く
に
、
道
中
の
あ
り
ふ
れ

た
風
景
描
写
が
書
き
落
と
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

　

次
に
引
用
す
る
の
は
、
十
月
十
九
日
条
、
防
府
近
辺
の
街
道
を
記
し
た

文
章
で
あ
る
。

　
　

右
か
み
が
た
道
、
左
あ
み
だ
寺
道
と
い
ふ
石
表
あ
り
。
右
へ
曲
れ
ば

左
右
と
も
に
田
な
り
。
左
に
小
社
あ
り
。
右
に
寺
あ
り
。
御
朱
印
地

の
制
札
あ
り
。	 

（
狩
野
文
庫
蔵
本
）

　
　

右
か
み
が
た
道
、
左
あ
み
だ
寺
道
と
い
ふ
石
表
あ
り
。
御
朱
印
地
の

制
札
あ
り
。	

（
法
政
大
学
蔵
本
）

　
　

右
か
み
が
た
道
、
左
あ
み
だ
寺
道
と
い
ふ
石
表
あ
り
。
右
へ
曲
れ
ば

左
右
と
も
に
田
な
り
。
左
に
小
社
あ
り
。
右
に
寺
あ
り
。
御
朱
印
地

の
制
札
あ
り
。 	 

（『
新
百
花
説
林
』
所
収
本
）

　

こ
の
文
章
で
は
、
法
政
大
学
蔵
本
の
み
波
線
部
の
文
章
が
脱
落
し
て
い

る
。
脱
落
し
た
文
章
は
、
道
の
左
右
に
田
が
あ
り
、
右
に
は
寺
も
あ
る
、

と
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
十
月
十
四
日
条
、
冷
水
峠
を

上
る
際
の
描
写
「
猶
も
深
山
を
わ
け
つ
ゝ
ゆ
く
。
岨
を
右
に
し
谷
を
左
に

し
て
登
り
ゆ
く
。
左
に
丸
く
大
き
な
る
山
あ
り
」
は
、
法
政
大
学
蔵
本
の

み
、
波
線
部
「
岨
を
右
に
し
谷
を
左
に
し
て
登
り
ゆ
く
」
が
欠
落
し
て
い

る
。
南
畝
の
紀
行
に
は
、
道
の
左
右
に
見
え
た
、
田
畑
や
人
家
、
川
や
谷

な
ど
の
風
景
を
述
べ
た
文
章
が
繰
り
返
し
出
て
く
る
の
だ
が
、
法
政
大
学

蔵
本
で
は
、
こ
う
し
た
描
写
が
と
く
に
書
き
落
と
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

そ
の
理
由
は
は
っ
き
り
と
し
な
い
が
、
書
写
者
が
、
同
種
の
表
現
の
連
続

を
嫌
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

本
節
で
は
、
狩
野
文
庫
蔵
本
と
法
政
大
学
蔵
本
の
独
自
脱
文
に
つ
い
て

分
析
し
た
。
な
お
、『
新
百
花
説
林
』
所
収
本
に
は
こ
の
よ
う
な
独
自
脱

文
は
な
い
。
二
本
に
お
け
る
独
自
脱
文
は
、
い
ず
れ
も
、
書
写
の
過
程
で

発
生
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
書
き
落
と
し
は
、
南
畝
の
紀
行

の
、
重
複
を
い
と
わ
ず
、
目
に
し
た
物
を
逐
一
記
録
し
て
ゆ
く
文
体
に
起

因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

二
‒
二　

�

法
政
大
学
蔵
本
に
お
け
る
独
自
の
注
記

　
　
　
　
　
　

─
新
出
写
本
の
意
義
─

　

前
節
で
は
、
紀
行
本
文
の
異
同
に
注
目
し
、
こ
れ
ら
が
書
写
者
の
誤
写

に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
察
し
た
。
南
畝
の
紀
行
は
、『
小
春
紀
行
』
は
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も
と
よ
り
、
他
の
紀
行
に
も
お
び
た
だ
し
い
異
同
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の

異
同
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
注
記
の
異
同
に
も
注
目
す
る
べ
き
で
あ

る
。
と
く
に
、
法
政
大
学
蔵
本
は
、
書
写
の
過
程
に
お
い
て
、
中
間
の
位

置
に
あ
り
な
が
ら
、
狩
野
文
庫
蔵
本
に
も
『
新
百
花
説
林
』
所
収
本
に
も

見
ら
れ
な
い
、
独
自
の
注
記
が
存
在
す
る
。
本
節
で
は
、
こ
れ
ら
の
注
記

の
出
所
お
よ
び
注
記
を
施
し
た
人
物
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

　

法
政
大
学
蔵
本
に
の
み
見
ら
れ
る
注
記
は
二
つ
あ
る
。

　

一
つ
は
、
十
月
二
十
四
日
条
、
安
芸
国
豊
田
郡
納
所
村
に
あ
る
、
小
早

川
家
の
墓
の
位
置
に
つ
い
て
述
べ
た
、「
小
早
川
氏
の
墓
は
此
塚
よ
り
東

の
か
た
、
二
十
丁
ば
か
り
納
所
村
米
山
寺
に
あ
り
と
い
ふ
。
納ノウ
ソ所

と
唱

ふ
」
と
い
う
注
記
で
あ
る
。
こ
れ
は
、「
此
宿
の
一
寺
に
小
早
川
氏
等
の

古
き
塚
あ
り
と
い
ふ
事
を
後
に
聞
し
が
、
此
日
し
ら
ず
し
て
、
見
過
し
た

り
」
と
い
う
本
文
の
間
に
小
字
双
行
で
挿
入
さ
れ
る
。
こ
の
注
記
が
加
え

ら
れ
た
具
体
的
な
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
南
畝
が
強
い
関
心
を
持
っ
て

い
た
地
名
の
発
（
（
（

音
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
南
畝
自
身

の
注
記
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
よ
り
重
要
で
あ
る
の
は
、
も
う
一
つ
の
注
記
で
あ
る
。
こ
の

注
記
は
、
蒲
原
宿
に
伝
わ
る
伝
承
、
義
経
の
硯
の
水
に
つ
い
て
記
し
た
、

武
女
『
庚
子
道
の
（
（
（

記
』
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
注
記
を
全
文
掲
出
す

る
。

　　
　
　

庚
子
の
道
の
記
に
、
蒲
原
へ
か
ゝ
る
山
道
の
左
の
か
た
に
、
岩
も

る
雫
の
し
た
ゝ
る
を
、
き
よ
げ
に
も
の
に
う
け
て
、
こ
ゝ
ろ
ぶ
と

う
る
も
の
あ
り
。
此
水
は
九
郎
義
経
の
硯
の
水
と
い
ひ
伝
え
へ

ぬ
。
く
わ
ざ
に
て
お
く
へ
下
り
給
ひ
し
と
き
、
此
水
に
て
、
都
へ

の
文
な
ど
か
い
給
ひ
し
と
、
ま
の
あ
た
り
み
し
や
う
に
い
ふ
を
、

皆
人
い
み
じ
が
り
て
、
お
り
は
ま
だ
さ
む
け
れ
ど
心
わ
か
う
水
の

む
も
あ
り
。

　　

こ
の
注
記
は
、
十
一
月
十
四
日
条
と
同
十
五
日
条
の
間
に
挿
入
さ
れ

る
。
直
後
の
十
五
日
条
が
、
蒲
原
宿
を
通
過
す
る
場
面
で
あ
る
た
め
、
同

地
の
伝
承
を
付
記
し
た
の
だ
ろ
う
。
一
見
し
て
、
誰
の
手
に
よ
っ
て
注
記

が
付
さ
れ
た
か
定
か
で
は
な
い
が
、
南
畝
が
関
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。
そ
の
理
由
は
、『
三み
そ
の
や

十
輻
』
の
中
に
『
庚
子
道
の
記
』
が
収
録
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
『
三
十
輻
』
は
、
南
畝
が
、
主
と
し
て
和
文
で
書
か
れ
た
書
物
を
自
ら

写
し
、
集
成
し
た
叢
書
で
あ
る
。
南
畝
自
筆
の
原
本
は
残
存
し
て
い
な
い

も
の
の
、
成
立
時
は
、
総
計
七
十
巻
か
ら
成
っ
て
い
た
よ
う
で
、
こ
れ
ら

は
、
五
集
に
分
割
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、
第
四
集
に
あ
た
る
『
新
三

十
輻
』
の
第
九
巻
に
『
庚
子
道
の
記
』
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
南
畝
は
、

自
ら
の
手
で
『
庚
子
道
の
記
』
を
書
写
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、
南
畝
が
『
庚
子
道
の
記
』
を
書
写
し
た
時
期
は
、
法

政
大
学
蔵
本
の
テ
キ
ス
ト
が
成
立
し
た
時
期
と
重
な
る
と
思
わ
れ
る
。

『
三
十
輻
』
に
収
録
さ
れ
る
大
半
の
文
章
に
は
、
南
畝
の
識
語
が
入
っ
て

お
り
、
底
本
と
な
る
書
物
を
誰
か
ら
借
り
て
、
い
つ
書
写
し
た
の
か
が
記

さ
れ
て
い
る
。『
庚
子
道
の
記
』
に
こ
う
し
た
識
語
は
な
い
が
、
直
前
の

第
八
巻
『
糟
粕
手
鏡
』
が
文
化
五
年
に
写
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
前
の
第
七

巻
『
小
野
道
風
像
冠
服
考
』
は
文
化
七
年
に
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、『
庚
子
道
の
記
』
の
周
辺
の
巻
に
は
、
文
化
五
年
か
ら
文
化
七
年
の

南
畝
の
識
語
を
持
つ
作
品
が
配
さ
れ
て
い
る
。
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法
政
大
学
蔵
本
の
テ
キ
ス
ト
が
文
化
六
年
か
ら
同
七
年
の
間
に
成
立
し

た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
南
畝
が
『
庚
子
道
の
記
』
を
書
写
し
た
際

に
、『
小
春
紀
行
』
の
旅
で
同
地
を
訪
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
自
ら

『
小
春
紀
行
』
に
『
庚
子
道
の
記
』
の
一
節
を
注
記
し
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。

　

た
だ
、
こ
れ
と
同
じ
時
期
に
あ
た
る
文
化
六
年
に
、
清
水
浜
臣
が
校
訂

を
行
っ
た
『
庚
子
道
の
記
』
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
注
記
を
施
す
に
あ
た

り
、
こ
ち
ら
が
参
照
さ
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
法
政

大
学
蔵
本
の
注
記
、『
三
十
輻
』
所
収
の
テ
キ
ス
ト
、
刊
本
『
庚
子
道
の

記
』
の
テ
キ
ス
ト
を
比
較
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
を
見
て
ゆ
く
。

　　
　
　
『
小
春
紀
行
』
法
政
大
学
蔵
本　

注
記

　
　
　

蒲
原
へ
か
ゝ
る
山
道
の
左
の
か
た
に
、
岩
も
る
雫
の
し
た
ゝ
る

を
、
き
よ
げ
に
も
の
に
う
け
て
、
こ
ゝ
ろ
ぶ
と
う
る
も
の
あ
り
。

此
水
は
九
郎
義
経
の
硯
の
水
と
い
ひ
伝
え
へ
ぬ
。
く
わ
ざ
に
て
お

く
へ
下
り
給
ひ
し
と
き
、
⑴
此
水
に
て
、
都
へ
の
文
な
ど
⑵
か
い

給
ひ
し
と
、
ま
の
あ
た
り
み
し
や
う
に
い
ふ
を
、
皆
人
い
み
じ
が

り
て
、
⑶
お
り
は
ま
だ
さ
む
け
れ
ど
心
わ
か
う
水
の
む
も
あ
り
。

　　
　
　
『
新
三
十
輻
』
第
九
巻　

国
立
国
会
図
書
館
（
（
（

蔵

　
　
　

蒲
原
へ
か
ゝ
る
山
道
の
左
り
の
方
に
、
岩
も
る
雫
の
し
た
ゝ
る

を
、
清
げ
に
物
に
う
け
て
、
こ
ゝ
ろ
ぶ
と
な
ど
売
も
の
あ
り
。
此

水
は
九
郎
よ
し
つ
ね
の
硯
の
水
と
い
ひ
伝
へ
ぬ
。
く
は
ん
ざ
に
て

お
し
へ
下
り
た
ま
ひ
し
時
、
⑴
此
水
の
本
に
て
、
都
へ
の
ふ
み
な

ど
⑵
か
い
給
ひ
し
と
、
ま
の
あ
た
り
見
し
や
う
に
い
へ
ば
、
皆
人

い
み
じ
が
り
て
、
⑶
折
ふ
し
い
ま
だ
寒
け
れ
ど
、
心
太
か
ふ
も
、

水
の
む
も
あ
り
け
り
。

　　
　
　
『
庚
子
道
の
記
』
文
化
六
年
刊　

慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
（
（
（
蔵

　
　
　

蒲
原
へ
か
ゝ
る
山
道
の
左
り
の
方
に
、
岩
も
る
雫
の
し
た
ゝ
る

を
、
清
げ
に
も
の
に
う
け
て
、
こ
ゝ
ろ
ぶ
と
売
者
あ
り
。
此
水
は

九
郎
義
経
の
硯
の
水
と
い
ひ
つ
た
へ
ぬ
。
く
わ
ざ
に
て
お
く
へ
下

り
給
ひ
し
時
、
⑴
此
水
の
も
と
に
て
、
都
へ
の
文
な
ど
⑵
か
い
給

ひ
き
と
、
ま
の
あ
た
り
見
し
や
う
に
い
ふ
を
、
皆
人
い
み
じ
が
り

て
、
⑶
を
り
は
ま
だ
さ
む
け
れ
ど
心
わ
か
う
水
の
む
も
あ
り
け
り
。

　

こ
れ
ら
三
種
の
テ
キ
ス
ト
は
、
傍
線
部
⑴
や
⑵
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
の

間
に
も
細
か
な
異
同
が
あ
り
、
直
接
の
参
照
関
係
に
あ
る
と
は
言
い
が
た

い
。
た
だ
、
傍
線
部
⑶
に
顕
著
で
あ
る
が
、『
小
春
紀
行
』
法
政
大
学
蔵

本
の
注
記
と
、『
庚
子
道
の
記
』
刊
本
と
の
距
離
が
近
く
、『
三
十
輻
』
の

テ
キ
ス
ト
と
は
隔
た
り
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
三
十
輻
』
を
介
在
せ

ず
、
後
世
の
書
写
者
が
刊
本
を
参
照
し
て
注
記
を
施
し
た
可
能
性
も
排
除

で
き
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
法
政
大
学
蔵
本
の
注
記
に
つ
い
て
は
、
南
畝
に
よ

る
も
の
か
、
後
世
の
人
物
に
よ
る
も
の
か
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
独
自
の
注
記
の
存
在
に
よ
っ
て
、
南
畝
も
し
く
は
書

写
に
関
わ
っ
た
人
物
が
、
書
物
を
渉
猟
し
、『
小
春
紀
行
』
に
ま
つ
わ
る

土
地
の
情
報
を
拾
い
上
げ
、
紀
行
に
注
記
を
付
す
形
で
情
報
を
蓄
積
し
て

い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
紀
行
が
い
か
に
し
て
増
補
さ

れ
た
の
か
、
そ
の
過
程
が
具
体
的
に
う
か
が
え
る
点
で
、
法
政
大
学
蔵
本
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は
大
き
な
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
法
政
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
に
蔵
さ
れ
る
『
小
春
紀

行
』
の
新
出
写
本
に
つ
い
て
、
そ
の
成
立
時
期
を
推
定
す
る
と
と
も
に
、

従
来
知
ら
れ
て
い
た
狩
野
文
庫
蔵
本
お
よ
び
『
新
百
花
説
林
』
所
収
本
と

の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
上
で
、
諸
本
間
の
異
同
、
と
り
わ
け
書

写
の
過
程
で
起
き
た
誤
脱
に
つ
い
て
考
察
し
、
誤
脱
が
、
南
畝
の
紀
行
に

特
徴
的
な
表
現
の
重
複
や
、
同
種
の
風
景
描
写
を
繰
り
返
す
文
体
に
起
因

す
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
法
政
大
学
蔵
本
に
の
み
見
ら
れ
る
注
記
、
具
体
的
に
は
、『
庚

子
道
の
記
』
の
引
用
が
行
わ
れ
た
背
景
を
探
り
、
法
政
大
学
蔵
本
を
、
紀

行
を
増
補
し
て
ゆ
く
過
程
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
、
価
値
が
あ
る
と

意
義
づ
け
た
。
な
お
、
本
稿
で
は
、『
小
春
紀
行
』
の
書
誌
や
異
同
を
中

心
に
論
じ
た
が
、
紀
行
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
南
畝
独
自
の
視
点
が
表
れ

て
お
り
、
論
ず
べ
き
点
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。

注（1
）　

小
林
ふ
み
子
「
資
料
解
説
」『
没
後
２
０
０
年 

江
戸
の
知
の
巨
星 

大
田
南

畝
の
世
界
』（
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
、
二
〇
二
三
年
）
二
一
三
頁

（
2
）　

揖
斐
高
「
解
説
」『
大
田
南
畝
全
集
』
第
九
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
）

六
五
二
頁

（
3
）　

土
田
衛
「
新
資
料　

蜀
山
人
「
革
令
紀
行
」
自
筆
稿
本
」（『
愛
媛
国
文
研

究
』
第
十
九
号
、
一
九
六
九
年
）

（
4
）　

狩
野
文
庫
蔵
本
で
は
、
中
巻
冒
頭
、
十
月
二
十
日
の
記
事
が
、
約
四
百
字
分

抜
け
落
ち
て
い
る
。

（
5
）　

南
畝
は
、
地
名
の
発
音
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
、
自
身
の
紀
行

に
お
い
て
た
び
た
び
考
証
を
行
っ
て
い
る
。『
小
春
紀
行
』
で
は
、
堀
池
に
つ

い
て
「
堀
池
、
行
嚢
抄
に
ホ
リ
ケ
と
唱
」
と
注
記
す
る
な
ど
、
先
行
の
地
誌
を

参
照
し
つ
つ
考
証
し
て
い
る
。

（
6
）　

武
女
『
庚
子
道
の
記
』
は
、
白
拍
子
の
武
女
が
、
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）

に
尾
張
か
ら
江
戸
へ
の
帰
る
道
中
を
記
し
た
紀
行
で
あ
る
。
清
水
浜
臣
が
校
訂

を
行
い
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
に
出
版
さ
れ
た
。

（
7
）　
『
三
十
輻
』
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、
請
求
記
号
：
辰
‒
４
４

（
8
）　
『
庚
子
道
の
記
』（
文
化
六
年
刊
）
慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
蔵
、
請
求
記
号
：

１
４
２
‒
６
４
‒
１

　

付
記

　
　
　

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
資
料
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
論
文
を
書
く
機
会
を

い
た
だ
い
た
小
林
ふ
み
子
先
生
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

ま
た
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
お
許
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
、
東
北
大
学
附
属

図
書
館
、
国
立
国
会
図
書
館
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
あ
さ
い
・
ま
ゆ
）


